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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
経法20ｶﾘ

現代社会が抱える課題に対して，社会科学の専門性を軸足とす 現代社会が抱える課題に対して、自然科学と協働しながら課題
る解決方法を提案し，自然科学と協働しながら課題解決に導く 解決に導く力として、社会の不確定な事象を、発生時期の違い
力を身につける。 を含めて、数理的に扱うことができるようになるとともに、保

険数理の基礎的な内容が理解できるようになる。

⇔

経法23ｶﾘ（2026改）･応用経済, 経法23ｶﾘ･応用経済

専門知識を応用・実践する力として，計量的分析手法によるデ 専門知識を応用・実践する力として，社会の不確定な事象を、
ータ解析を用いたリスクの定量的評価，実験経済学による社会 発生時期の違いを含めて、数理的に扱えるようになるとともに、
制度の機能の検証，医療や福祉の現場における社会調査の手法 その基本的な結果について生保数理の用語で伝達・対話できる
を実践した地域の問題発掘，法の経済分析を通じた法制度の効 ようになる。
果・影響の検証，などのスキルを習得し，経済の実情に即した
政策提言，あるいは企業行動の決定を行うことができる能力を
身につける。

⇔

【2020年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門領域での基礎知識として，経 専門知識を応用・実践する力として，社会の不確定な事象を、
済学に基づく論理的思考法及び統計的分析手法を身につける。 発生時期の違いを含めて、数理的に扱えるようになるとともに、
そして，経済理論の応用分野として，金融，公共政策，法や制 その基本的な結果について生保数理の用語で伝達・対話できる
度の経済分析をテーマとする3 つの専門コースで，専門知識を ようになる。
具体的な問題解決に実践する力を身につける。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

健康長寿

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 この講義では、生命保険を題材に保険数理の基礎的な考え方を学ぶことで、それを理解し初歩的な活用
ができるようになります。また年金数理や損保数理の講義にも共通する概念、表現形式を理解できるよ
うになります。
講義で取り扱う内容には、利息・割引・現価・終価・死亡率の概念、生命表・基数表・保険料・責任準
備金の計算、保険数理記号の習得などが含まれます。
学習には計算等を行い数値の動きを実感することが重要なため、問題演習の要素を多く取り入れます。
担当教員が生命保険会社での20年以上の実務経験を活かして講義を行います。

(5)授業計画 講義は毎週２コマずつの集中講義形式で行います（6月9日のみ１コマ）。今年は教室での講義となりま
す。
各回の講義内容は次の通りです（１回は１コマの授業を表す）。ただし、授業の進捗状況により、変更
する可能性があります。
第1回　導入―生命保険と生保数理
第2回　利息の計算
第3回　生命表および生命関数
第4回　純保険料
第5回　平準純保険料式責任準備金　その１　基本的な保険
第6回　平準純保険料式責任準備金　その２　複雑な保険
第7回　離散型と連続型
第8回　前回までの復習（問題演習）
第9回　営業保険料・実務上の責任準備金
第10回 計算基礎の変更・解約その他諸変更
第11回 災害および疾病に関する保険
第12回 多重状態モデルとその応用　その１　就業不能・要介護給付
第13回 多重状態モデルとその応用　その２　連合生命と連生保険
第14回 定常人口および確率変数としての生命関数
第15回 前回までの復習およびまとめ、授業アンケート（最後15分）

(6)成績評価の方
法

レポート（100％）
レポートの課題は講義最終回の1週間後に提示し、課題提示２週間後を提出締切とします。

(7)成績評価の基
準

講義中に出題する演習問題（あるいは日本アクチュアリー会資格試験「生保数理」科目の問題）と同レ
ベルの問題（計算問題含む）に対する、講義終了後に提出のレポートの採点結果により評価を行います。
出題内容は基礎的内容が7割、やや応用的な内容が3割となります。
100点満点で、60点以上70点未満で「水準にある」，70点以上80点未満で「やや上にある」，80点以上
90点未満で「かなり上にある」，90点以上で「卓越している」と評価します。

(8)事前事後学習
の内容

講義で使用するレジュメについては事前にeALPSに掲示するので読んだ上で授業に臨むことを期待します。
講義への理解を深めるため、自習用の事後課題（成績評価の対象とはしない）を原則として毎回提示し
ます。次週の授業で原則として前回事後課題の解説など復習を行います。事後課題の提出は求めません
が、内容の理解のために積極的に課題に取り組むことを推奨します。

(9)履修上の注意 高校数学における等比級数、微分、積分の知識はあることが望ましいですが、受講者の状況に応じて一
定の配慮は行います。



(10)質問,相談へ
の対応

基本的にメールで質問・相談を受け付けます。

【教科書】 特に指定しません。レジュメを配布します。

【参考書】 ・山内恒人，『生命保険数学の基礎』（第3版），東京大学出版会，2020.
・京都大学理学部アクチュアリーサイエンス部門編，アクチュアリーのための生命保険数学入門，岩波
書店，2014　


